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あることを暗に仮定している．統計学で言えば，これは

解の定常性を仮定する事に相当する．

　力学的気候モデルが，物理法則に基づいて各格子点で

の加速度計算を何億回と繰り返すのに対し，統計的気候

モデルは，現実大気の長年の経歴から変動の本質を探り

出す事により，予測を行う．前者がスーパーコソピュー

タの最前線で駆使されるのに対し，後者はパーソナルコ

ンピュータでもそれなりの予測を提供するのは，対照的

である．気候予測は大気力学モデルで行うのが常識，と

いった固定観念がまかりとおっている昨今，統計学者サ

イドからブレイソストーミソグな将来予測法が出現する

ことは，おおいに考えられることである．

　研究集会後には，ナイヤガラツアーが企画されてい

た．ヨーロッパからの参加者が多かった．トロントに

は，世界でもっとも高いCNタワー（555m）がある．

これは，筑波にある200m気象観測塔の2倍以上の高さ

である．このスペースデッキ（443m）から望むトロント

の町は，美しく広大で，地平線付近の一面の灯りがシソ

チレーションのために一斉にゆれていた．眼下を見おろ

すと，まるで熱気球に乗っているときのように，足元が

ふるえてしまった．群立するカラフルなトロソトの高層

ピルは，人間の歴史と文明の偉大さを感じさせ，個人を

畏縮させる迫力がある．とても有意義なトロソトでの研

究集会であった．

今年お世話になったレフェリーの方々（1992年）
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